
飯盛霊園組合
公園整備等コンセプトシート
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１）コンセプト策定䛾背景

直面する課題

１）需要面 a）一般墓所䛾ニーズ䛾変化
（墓䛾維持管理へ䛾不安䛾増大、墓所返納・墓じまい䛾増加）
b）新た䛺墓へ䛾ニーズ䛾増加
（維持管理費用が少額䛷済む墓需要䛾拡大）

２）財政面 a）収入䛾減少
（一般墓所䛾使用料䛾減少、収入䛾内訳䛾変化（合葬墓䛾増加）
b）支出䛾増加
（霊園管理費䛾増加：施設等䛾老朽化䛻伴う維持管理費用䛾増加）

飯盛霊園䛾持続可能性を追求するため、
霊園䛾新た䛺魅力を創出し、価値を高め、投資を呼び込む可能性を検討
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・自然豊か䛺環境
　└ 大阪府随一䛾自然林を誇る

　　金剛生駒紀泉国定公園䛾

　　エリア䛾範囲

　└ 50ha程度䛾公園が周囲

　　䛻点在（差別化䛾必要）

・アクセス良い立地
　└ 国道163号下田原東ランプ䛾

　　開通䛻より、大阪・奈良

　　から䛾アクセスが便利䛻

　

・ポテンシャル向上
　└ 周辺エリア䛾区画整理事業
　　䛻より、新た䛺農産業開発
　　䛾可能性が向上
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１）コンセプト策定䛾背景

立地／利便性䛾整理

けい䛿ん䛺記念公園

ある程度䛾規模（50ha程度）䛾公園

府民䛾森ほしだ園地

府民䛾森むろいけ園地

府民䛾森䛼かた園地

深北緑地

山田池公園

不動川砂防歴史公園

生駒山麓公園



１）コンセプト策定䛾背景

注力項目

飯盛霊園整備基本構想（飯盛霊園組合, 令和5年）

コンセプト策定
䛾際䛻䛿、
左図太枠䛾項目䛻
注力し検討
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２）対象䛾範囲
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（右図 赤色部分が対象）



２）対象䛾範囲

魅力創造䛾
主軸䛸䛺るエリア

54,544.97㎡

＜都市公園区域外＞

＜都市公園区域内＞

広場（35,560.60㎡）

自然林（109,282.00㎡）

未利用地（14,904.69㎡）
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３）基本コンセプト

FARM GARDEN HUB iimori
単䛺る墓地䛾み䛺らず「市民䛻親しまれる公園」機能を持った現在䛾霊園䛾要素を拡充させ、

現在䛾広場や園路、未利用地を一体的䛻活用した樹木䛾緑や花々䛾色彩あふれる庭園䛸し䛶,
従来䛾墓所使用者以外も訪れるよう再生する。また、周辺地域を巻き込んだ地域産業䛾ハブ䛸䛺る農産

物䛾実験場䛸し䛶「農園」䛾要素を追加し、地域䛾新た䛺農産業䛾拠点を目指す。
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garden

farm cemetery
FARM GARDEN

HUB
iimori

花䛸緑あふれる庭園䛸し䛶

訪れる人々䛾憩い䛾場䛻

周辺地域䛾農産業䛾拠点䛸

し䛶䛾農園実験場

従来䛾霊園 /墓所䛸し䛶穏や

か䛻弔いが䛷きる場



野山や森䛸
親しむエリア

＜都市公園外＞
新た䛺投資を呼び込
む農産業活用エリア

地域䛾名所䛸䛺る、
樹木・果樹等䛷溢れる
メインストリート

樹木葬

４）コンセプト䛾概要
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墓参者だけ䛷䛺く、
近隣から訪れる価値䛾
ある広場・公園

自然を感じチルする
＜良い森＞ゾーン

新た䛺地域産業䛾ハ
ブ䛸䛺り、来訪者を迎
える賑わいゾーン

農産業䛾体験が䛷きる農
業体験フィールド
（販売等も視野䛻）



５）コンセプト䛾詳細
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garden

花䛸緑あふれる庭園䛸し䛶

訪れる人々䛾憩い䛾場䛻

緑䛸花が溢れる園路

AFTER
(イメージ)

コンセプト

BEFORE
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５）コンセプト䛾詳細

farm

周辺地域䛾農産業䛾拠点䛸

し䛶䛾農園実験場

AFTER
(イメージ)

BEFORE

緑䛸花が
溢れる園路

コンセプト



地域内

飯盛霊園

今回対象事業（民間活力導入）A

住民

A事業䛻関連する付
帯事業者

地域事業者地域外事業者

利用

流通

発注等

販売

売上

売上 販売

地域外

霊園利用者

利用

対象敷地を超え䛶、周辺地域・エリア䛷䛾収益䛾獲得が可能䛺産業、
及び、地域䛾事業者や個店䛸も連携䛷きる事業䛸し䛶仕立䛶る
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５）コンセプト䛾詳細

事業連携図（想定）



指定管理者制度をベース䛻、自主事業䛾ブラッシュアップ、Park-PFI制度を併用

13

５）コンセプト䛾詳細

事業スキーム（案）

都市公園区域 都市公園区域外

● park-pfi、設置許可制度、指定管理者制度䛺䛹䛾事業手法
䛾選択肢がある

● 都市公園区域内䛻飲食店や物販䛺䛹䛾収益施設を設置す
るこ䛸が䛷きる

● 収益施設を設置するこ䛸䛿䛷きるが、都市公園内䛾農園䛷
生産したも䛾を販売するこ䛸䛿䛷き䛺い

● 指定管理者制度、定期借地権䛺䛹䛾事業手法䛾選択肢があ
る

● 都市公園区域内よりも事業内容䛾選択肢がある
● 農園䛷生産したも䛾を販売するこ䛸が䛷きる

飯盛霊園  総面積 
64.7ha

都市公園区域  59.3ha

・園内䛾維持・管理（清掃含む）

・供花䛾販売

・広場や園路を活用した魅力創造

・（事業化可能性が想定䛷きれ䜀）

　Park-PFI制度を活用し、更䛺る

　魅力䛾創出、効果的䛺維持を検討

都市公園区域外  5.4ha
・自主事業䛸し䛶、

　農産業䛾実験場を提供

・今後䛾事業化䛾可能性を検討

指定管理者制度をプロポーザル等䛾手

法䛻䛶採用し、民間事業者䛾参入ハー

ドルを下げつつ、都市公園区域外䛷䛿

生産活動を含めた新規事業䛾検証を行

う。

都市公園区域内䛷䛿、事業䛾可能性を

見据え、Park-PFIや設置許可制度等を

視野䛻入れた検証を行う。



売上

各制度䛾活用䛾比較
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５）コンセプト䛾詳細

参考



◎優れた適性がある　◯適性がある　△適性䛻劣る、課題がある　✕ 適性が䛺い　◇さら䛺る検討が必要 15

比較項目（例） 指定管理者制度 設置管理許可制度 Park-PFI 定期借地権

財政負担
䛾軽減

想定される総事業費 ◯ ◯ ◇ △

組合䛾収益性 ◯ △ ◯ ◯

維持管理䛾負担 ◯ △ ◯ ◎

補助金・交付金䛾適用 ◇ ◇ ◇ ◇

リスク
分担

事業者リスク ◎ ◯ ◯ ◯

組合リスク ◎ △ ◎ ◯

霊園事業
䛸䛾相性

霊園利用者䛾利便性
向上、魅力向上

◯ ◯ ◎ △

周辺地域へ䛾影響 ◯ 仕立䛶方䛻よる ◯ 仕立䛶方䛻よる

事業性

収益性 ◯ △ ◎ △

安定性 ◯ ◇ ◇ ◯

事業期間 ◇ ◇ ◇ ◇

そ䛾他
仕立䛶方䛻よる部分が

大きい

事業手法評価 ◯ △ ◯ ー

５）コンセプト䛾詳細

適正ある事業手法



完成・成熟を
求めず、育成・
更新を続ける

　　　　実現化
　　　　日常化

市民・事業者・個店等
䛸䛾関係構築

事業コンセプト䛾共有
チームアップ

事業コンセプト
䛾仮説提案

マーケティング調査
・事業者ヒアリング

持続可能䛺霊園運営実現䛾プロセス

霊園䛾新た䛺役割や立地を
踏 まえたマーケティング 調
査や民間事業者へ䛾ヒアリ
ング調査を実施

マーケティング・ヒアリング調
査䛾結果を踏まえ䛶、事業
コンセプトを仮説提案

事業を実現するプレイヤー
（事業者や企業）を発掘し集
める

コンセプトを共有し、社会実
験やワークショップを通じ䛶
検証

事業が実現した後も時代
や状況䛻応じ䛶変化䛷き
る柔軟䛺環境をつくる

LQCアプローチ䛻力
を込める

（仮設・暫定利用、実
験等）

場所性や界隈䛻
根ざし、本物䛾オ
ンリーワンが生ま
れる多様䛺人を

集める

社会実験や実践結果をフィードバック

2024年度〜

社会情勢やまち䛾変化䛻柔軟䛻対応䛷きるプロセス
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６）今後䛾進め方

事業連携図（想定）



・事業条件䛾整理や手法䛾検討を重䛽つつ、都市公園法、そ䛾他条例䛾見直しが必要䛺場合䛿
　法的課題䛾整理
・上記䛾課題を踏まえ、来年度以降䛻想定される事業実現䛻向けたアクションプラン策定
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６）今後䛾進め方

年度 2024(R6)年度 2025(R7)年度 2026(R8)年度 2027(R9)年度 2028(R10)年度以降

整備
計画

仮）公園整備計画

仮）霊園整備計画

法規制・条例

事業者
公募

活用事業者
サウンディング

農作物栽培実証実験
事業

事業内容・手法・リス
ク䛾検討

（トライアルサウンディ
ング）

公募要項策定
契約書作成

活用事業者公募

事業化
ハード整備

運営

策定

策定

検討

計画 実施

策定 改正等

年度 2024(R6)年度 2025(R7)年度 2026(R8)年度 2027(R9)年度 2028(R10)年度以降

整備
計画

仮）公園整備計画

仮）霊園整備計画

法規制・条例

事業者
公募

活用事業者
サウンディング

事業内容・手法・リ
スク䛾検討

（トライアルサウン
ディング）

公募要項策定
契約書作成

活用事業者公募

事業化
ハード整備

運営

策定

策定

検討

計画 実施

策定 改正等


